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FAO/WHOやCODEX委員会が連携し，食品における病原微生物のリス

ク評価が進んでおり，この成果を受けて科学的根拠に基づいた食品の微生

物に関する規格基準作りが進められている．これまでの病原微生物制御に

おいては社会への感染拡大を恐れ，しばしば予防的措置と称した理不尽な

拘束と経済的負担を伴う行政的処分が行われる傾向があり，この様な措置

はどちらかというとやむを得ないと考えられる傾向にあった．致死的な感

染症の予防に関しては依然としてこの傾向は残っているものの，食品を介

した感染症においては，状況は改善されてきている．そして，食品の生産

から流通，消費に至るまでの一貫した科学的な根拠を重視した総合的な微

生物制御を行ってゆく方向性は定まってきた．これが現在の食品の微生物

制御の国際的スタンダードである．

リスク評価の結果を受けて食品における微生物のリスクマネージメント

を行うためには，科学的根拠に基づいた信頼性の高い微生物試験を行わな

くてはならない．信頼性の高い試験法を行うためには，用いる微生物試験

は妥当性が確認（バリデート）されていなくてはならない．試験法のバリ

デーション方法の国際的な標準としてISO16140が示されているので，

これにしたがって評価された試験法を持たなければ，輸入食品の微生物評

価が出来ないと言うことになる．試験法の精度管理も必要である．国内の

試験法は，現在そのような方向性で検討が進められている．試験法が整備

されれば次は，サンプリングプランを考えなくてはならない．統計学的評

価により，検査に必要な検体数は必然的に決定されることになる．ここま

では科学的な根拠と，統計学に支えられた議論である．さて，試験体制が

整ったところで，現実的にどのような微生物規格が出てくるのだろうか．

これまでの考え方に従い，リスク評価に基づいてCODEXで微生物基準

の決まった乳児用調製粉乳の具体的な微生物規格を示してみる．病原微生

物については，サルモネラ属菌とエンテロバクター・サカザキが，規格の

対象となった．サルモネラ属菌は，25g×60ユニット（計1.5kg）調べ，

すべてが陰性でなければならない．エンテロバクター・サカザキは，

10g×30ユニット（計300g）調べ，すべてが陰性でなければならない．

人工乳を必要とする乳児は，粉ミルクのみを摂取し続けることから，食品

の中で最も厳しい規格が要求されることは当然と思われるが，この規格は

なかなか厳しい微生物基準である．一方，現在国内の乳児用調製粉乳の微

生物規格は，0.111g×2ユニット（計0.222g）中に大腸菌群が検出さ

れてはならないとなっている．両者を比べると，検査対象となる検体量だ

けでも，3桁以上異なる．科学的根拠から導かれた国際的スタンダードと

現在の日本の規格は，検体量から単純に計算すると試験法の感度に1000

倍以上の差があるということになる．食品は国際的に流通することから，

規格は国際的に統一されることが重要である．そこで，日本はこの国際規

格に対応してゆかなければならないのだろうか？



一方，WHOは，乳児用調製粉乳の微生物の汚染状況が不明の場合，

70℃以上の高温水で調乳することを推奨している．この作業を適切に行

うことが出来れば，上述の微生物規格を実施した場合とほぼ同等のリスク

管理が出来るとしている．“待てよ！”ということは，生産者が上述のと

てつもない量の検体のモニターと大変な微生物管理を行うという制御方法

と，消費者が高温水で溶かすというちょっとした処理をおこなうというこ

とがほぼ同等なリスク管理措置に相当することになるのである．

乳児用調製粉乳の微生物汚染状況の実情をお話ししたい．粉ミルクは密

封した缶に入っており室温流通していることから，多くの消費者はこの製

品が他の缶詰製品と同様無菌であると信じているようであるが，正しくな

い．乾燥物を無菌にすることは困難であり，粉ミルクには通常わずかであ

るが細菌が混入している．CODEXで議論されている300gや1.5kgとい

った量の粉ミルクを培養すると細菌は検出されてくる．ほぼ100%科学的

な議論を進めてゆくと，実行可能なのだろうかと思われる上述の様な微生

物規格に収束する．そして，大変奇妙に感じるのは，この様な微生物規格

を行わなくても，粉ミルクを溶かす時にやや高温のお湯で溶かすという操

作を行えばその効果がほとんど変わらないというのも科学的な検証であ

る．国際規格は前者を採用することになった．さて，日本の規格はどうし

て行くべきなのだろうか．

CODEXでは非加熱喫食食品のリステリア・モノサイトゲネスの基準も

現在検討が進んでいる．こちらは，リスク評価の結果では，喫食時食品1

グラム当たり本菌が100個を超えないことが，健康障害の発生しない目安

とされている．したがって，微生物規格はグラム当たり100個という値が

議論の中心となっている．この議論のなかで本菌を接種して増殖する食品

については，25g×5ユニットを調べ，検出されてはいけない．そして，

増殖しない食品は，グラムあたり100個を規格値としている．菌が増殖可

能な食品のリステリアの規格は，これまたかなり厳しい．もし国内でこの

規格をそのまま実行しようとすると，寿司などの多くの日本食は，添加物

を加えるか加熱殺菌を徹底せざるをえなくなる．CODEXの議論がおかし

いわけではなく，現在のような食品の流通形態を前提とし，リスク管理の

実行性を考慮すれば，学問的にこの様な微生物管理が要求されるのである．

さて，我々はそろそろ今後の方針を決定しなければならない．膨大な検

査とおそらくそれによって生まれると思われる大量の不適合品の廃棄を繰

り返しながら，CODEXの基準を取り入れてゆくべきであるのか．それと

も独自の方針を模索すべきなのか．国際的な食品の微生物基準の議論とそ

の結論を眺めていると，漠然とした焦燥感に駆られる．なにか考慮すべき

ファクターが残っているように思えてならない．長く続けてきた食文化や

食習慣はその一つかもしれない．
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